
情報

１普通教科「情報」の教育課程の編成

（１）基本的な考え方

普通教科「情報」の目標は、次のとおりである。

情報及び情報技術を活用するための知識と技能の習得を通して、情報に関する科学

的な見方や考え方を養うとともに、社会の中で情報及び情報技術が果たしている役割

や影響を理解させ、情報化の進展に主体的に対応できる能力と態度を育てる。

普通教科「情報」の目標は、「情報化の進展に主体的に対応できる能力と態度」を育て

ることであり、情報教育の目標の３つの観点である「情報活用の実践力｣、「情報の科学

的な理解｣、「情報社会に参画する態度」をバランスよく育てるようにすることが大切で

ある。

また、この３つの観点は、まったく別々なものではなく、それぞれが相互に関連しな

がら、総合的に「情報化の進展に主体的に対応できる能力と態度」を育てていくことを

ねらいとしている。

なお、普通教科「情報」に属する各科目の内容については、平成11年度及び平成12年

度「高等学校新教育課程編成の手引」を参照願いたい。

配慮すべき事項

普通教科「情報」の教育課程の編成に当たっては、次の事項に配慮することが大切で

ある。

ア「情報活用の実践力」を育てることは、「自ら学び自ら考える力」を育成することと

密接につながっており、普通教科「情報」とその他の各教科･科目や特別活動、「総合

的な学習の時間」等との関連を重視した教育課程の編成に努める。

イ各教科・科目等の指導に当たっては、生徒がコンピュータや情報通信ネットワーク

などの情報手段を徽極的に活用できるようにするための学習活動の充実に努めるとと

もに、普通教科「情報」の学習内容との関連を図るなど、有機的で効果的な教育課程

の編成に配慮する。

ウ必履修科目の設定に当たっては、「情報Ａ｣、「情報Ｂ｣、「情報Ｃ｣のうちから１科目

を履修することとし、その単位数は、２単位を下回らないようにする。

エ情報教育に関する情報の収集を組織的に行うことができるよう、校内体制を整える

とともに、イントラネットの構築など、情報に関する環境の保守・整備に努める。

(2) 

(平成13年８月現在、参考となるWebページ）

・日本教育工学振興会（ＪＡＰＥＴ）http://www､japet､orjp／

・コンピュータ教育開発センター（ＣＥＣ）http://www・cecorjp/CEC／

・学習ソフトウェア情報研究センターhttp://www・gakujoken・orjp／

.Ｅスクェア・プロジェクトhttp://plOO・mgtjpago・jp/E-square／
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(3) ）特色ある教育課程の編成

特色ある教育課程を編成するため、次の点に配慮する。

ア普通教科「情報」の履修に当たっては、１科目を必ず履修することとしているが、

２科目以上の履修も可能である。また、各科目の履修の順序も特に定められていない

ことから、生徒の興味・関心等に応じ、選択履修についても検討する。

イ普通教科「情報」に示されている科目以外にも、各学校において、地域、学校及び

生徒の実態、学科の特色等に応じ、専門教科「情報」についての科目の履修や「学校

設定科目」を設けることができることに留意する。

ウ普通教科「情報」の実習の時間を確保するために、１単位時間の弾力化や学期ごと

の単位認定についても積極的に検討する。

エ学習の効果を高めるために、特定の学期または期間に行うことも検討する。

オ生徒の興味・関心を高めるために、地域の施設や人材を積極的に活用する。

力指導の効果を高めるために、小人数指導やティーム・ティーチング等、指導形態に

ついても検討する。

ク学習の選択幅の拡大や自ら学ぶ意欲の向上を図るとともに、生涯学習の基礎を培う

観点からも、学校外の学修の単位認定の制度のうち、次の点について検討する。

（７）学校間連携による情報に関する科目の履修

（ｲ）情報に関する技能審査の成果の単位認定

指導計画と内容の取扱い

指導計画作成上の留意点

指導計画の作成に当たっては、次の事項に留意する。

ア生徒の実態を適切に把握する。

㈲中学校でコンピュータや情報通信ネットワークなどをどのように活用してきたか

を把握する。

い）生徒の実態を把握するには、「検索エンジンが使えますか｣、「カメラの画像を編集

したことがありますか」など、具体的な内容や機器に係わる内容などについてアン

ケート等を行うようにする。

⑰中学校での活動内容や習熟の程度を踏まえて、一斉指導・グループ指導など適切

な指導形態を検討するとともに、各単元における学習内容に応じた適切な難易度の

指導ができるようにする。

（ｴ）生徒の興味・関心について適切に把握し、効果的な動機付けを行うようにする。

イ実習を積極的に取り入れる。

、「情報Ａ」は実践を重視しているので、総授業時数の２分の１以上としている。

総授業時数の２分の１（｢情報Ａ｣)、３分の１（｢情報Ｂ｣、「情報Ｃ｣）は最低限確保

すべき割合であることに配慮する。

（ｲ）実習と座学のバランスを考慮して適正な実習時数を確保して十分な学習活動がで

きるようにする。

㈲実習を行うに当たっては、普通教室内での残り10分のグループ討議なども実習と

２ 

(1) 

－６６－ 

m_hirokawa
テキストボックス
－H13普通情報　２－



なることから、１単位時間すべてを実習に充てることにこだわらず、指導の流れを

大切にする．

㈲自ら学び自ら考える力を育てるために、生徒同士で助け合う指導形態や雰囲気を

作るようにする。

㈹実習の実施に当たっては、コンピュータ以外にも、携帯電話や視聴覚機器などの

教材・教具の適切な活用を図るようにする。

ウ指導と評価の一体化を図る。

、次の４つの評価の観点の趣旨を踏まえ、指導計画作成時から具体的な評価方法を

検討・作成する。

（ｲ）生徒の学習の成果を評価するだけでなく、評価の結果によって後の指導を改善す

るなど、指導に生かす評価を充実させ、常に指導方法の見直しを図るようにする。

（句情報を収集･処理･発信する活動や問題解決の活動においては、活動前、活動中、

活動後の各段階での評価の工夫を行うようにする。

（ｴ）生徒の技能面だけを重視することやペーパーテストによる知識面だけを重視する

ことなどの偏りをさけ、４つの評価の観点に基づく評価を適切に実施する。

エ他の各教科・科目等との関連を重視する。

、普通教科「情報」の目標は、普通教科「情報」の学習だけで達成できるものでは

ないことから、各教科･科目、特別活動及び総合的な学習の時間（以下他の各教科・

科目等とする）との連携を図った指導計画の作成に努める。

（ｲ）普通教科「情報」と他の各教科･科目等との連携を図るには、次の点に考慮する。

・普通教科「情報」の履修年次を考慮する。

・普通教科「情報」及び他の各教科・科目等において、ソフトウェアや施設設備

の共有化を図るよう考慮する。

・普通教科「情報」の学習と他の各教科・科目等におけるコンピュータなどを活

用した学習の有機的な関連を図るよう老脳する。

オ家庭、地域社会との連携を図る。

、ティーム・テイーチングなどの実習を行う際には、保護者や地域の人材を活用す

ることも検討する。

（ｲ）制作物やプレゼンテーションなどの評価を行うに当たっては、保護者や教育活動

－６７－ 

関心・意欲・態度

情報や情報社会に関心をもち、身のまわりの問題を解決する

ために進んで情報及び情報技術を活用し、情報社会に主体的に

対応しようとする 。

思考・判断
情報活用の方法を工夫したり、改善したりするとともに、情

報モラルを踏まえた適切な判断をする。

技能・表現
情報の収集・選択・処理を適切に行うとともに、情報を目的

に応じて表現する。

知識・理解

情報及び情報技術を活用するための基礎的・基本的な知識を

身に付けるとともに、現代社会における情報の意義や役割を理

解している。
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に協力した地域の人々などによる評価を参考にすることも検討する。

⑥生徒の動機付けや理解を深めるために、地域の教材など、生徒にとって親しみや

すい題材に配慮する。

力望ましい作業環境の整備に努める。

、適切な作業環境や望ましい習慣の大切さを理解させる指導に努める。

（ｲ）適切な採光と照明、周囲の光が画面に反射しない工夫、机や椅子の高さの調整な

ど、適切な作業環境を整える。

⑰正しい姿勢や適度な休憩をとらせるなど、望ましい習慣を身に付けさせる。

㈲学校以外の学習においても、生徒自身が適切な作業環境を整え、望ましい習慣で

学習を行おうとする態度の育成に努める。

(2)内容の取扱い

内容の取扱いに当たっては、次の事項に留意する。

ア情報モラルの育成を図る。

㈹普通教科｢情報｣においては、情報モラルを、「情報社会で適正な活動を行うため

の基になる考え方と態度」と捉えており、適切に情報モラルの育成を図るようにす

る。

（ｲ）情報モラルの育成に当たっては、ルールの意味を正しく理解し、新たな場面でも

正しい行動がとれる考え方と態度を育てるようにする。

、情報モラルの育成は、特定の単元や内容において指導するだけではなく、授業全

体を通して育成を図るようにする。

（ｴ）単なるルールの指導にならないよう、生徒に考えさせる活動をできるだけ多く取

り入れるようにする。

㈹指導者自身が常に情報モラルについて意識し、学習活動の中で適切に指導するよ

うにする。

㈲普通教科「情報」のみで情報モラルを育成することは困難であることから、他の

各教科・科目や総合的な学習の時間等においても、適切に情報モラルの育成を図る

ようにする。

㈲情報モラルを学校全体の問題とし、違法コピー等の著作権の問題やメール等のマ

ナー意識など、情報モラルに対する全教職員の意識の高揚を図るようにする。

イ教材や施設・設備に応じた指導内容の見直しを図る゜

㈲情報技術の進展に伴い、現在の標準的な機器や技術が数年先には標準ではなくな

ることがあり得るため、常に指導内容を見直すようにする。

（ｲ）扱う具体例の選択に当たっては、最先端のものである必要はなく、標準的な具体

例や情報機器を選ぶようにする。

㈲普通教科「情報」は、個々の機器の操作方法や技術のみの習得を目指すものでは

なく、基礎となる原理を理解させることが大切である。常に生徒にとって分かりや

すい指導内容となるようにする。
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３科目「情報Ａ」の年間指導計画（例）

|， 

「

｜
蔓
１
１
 

－６９－ 

学期 月 過数 jlt元く配当時数＞ 桁獅項目 指沸のねらい
二f定
時数

葡意事項
(災科時数）

４ 

Ｐ⑨ 

６ 

７ 

３ 

４ 

４ 

２ 

１ｈV報を活用するた
めの工夫と愉報機器

＜１２＞ 

２冊報の収架・発偲
と１W報機器の活用

＜16＞ 

１１１１]皿解決の工夫
(1)蕊本動作
(2)1W敏機器の多繊な使
い方

(3)１W級機器の活用比較

２１W報伝達の工夫
(1)「近況報告」
(2)「学校案内」
(3)表現方法のj理解
１１W細の検索と収染
(1)悩報検索システムの
活用と検索条件

(2)梢徽検索・収梨方法

２１W級の発信と共有に通
した愉報の表し方
(1)Ｗｉ報発信・共ｲ『に伴
う取り決め

(2)１W報の共有のための
工夫

(3)Webページ記述方
法及び仕411み

３Ｗi側の収集・発侭にお
けるⅡ11翅点
(1)１W鍬伝達におけるIiｌ
頼性

(2)燗報発侶におけるIii
報モラルと資任の在り
方

(3)Webページ作成災
習

･学校の学刊珂境に慣れさ
せる。

･具体的な1111題解決の手ｌＵｉ
を考えさせる。

･伝達する愉報に適した艶
示方法を理解させる。

･情報選択能力を育成す
る。

･効率的な検索方法を理解
させる。

･愉報を相手に適切に伝え
る方法を将1＄させる。
･燗報を共ｲiするために１W
報の加工や再利用にiiBMl
きせる。

･情報の燗緬性及び信恐性
を認識させる。
・プライバシー保護及び藩

作権の尊爪等に留意する
とともに、ルールの背蛾
にある写え方を理解させ
る。

６ 

８ 

８ 

４ 

・コンピュータ等の利川
経験の差に薗週【する

(3.5） 

.扱う皿材は、日常的で
楳々な伝達方法が考え
られるものが望まし
い｡

(５） 

･検索条件の絞り込みに
よる工夫を考えさせ
る。

･送侃側と受信側のエ
ラーを体験し、その原
因を考えさせる。

(4.5） 

･個人の努力や注愈が必
要であることを誕識さ
せる

(２） 

２ 

８ 

９ 

1０ 

1１ 

1２ 

１ 

４ 

４ 

４ 

２ 

３愉報の統合的な処
理とコンピュータの

橘用
＜24＞ 

４愉報機器の発述と
2k活の変化

＜１８＞ 

ｌコンピュータによる１Ｗ
報の統合
(1)１W報統合の仕組み
(2)多榔な１W報のディジ
タル化

(3)ソフトウェアによる

力Il工

(4)ディジタル化された
怖報の扱い方

(5)ディジタル愉報の銃
△し
８８ 

２Ｗi微の統合的な処理
(1)１W叙統合演習

(2)発我・相互評価

１愉報機器の発達とその
仕組み

(1)アナログ処理とデイ
ジタル処理

(2)１W報機器の伝達

・プライバシー保護及び軒
作権の尊Ili等に留意する
とともに、ルールの背Ｈｔ
にある考え方を理解させ
る ｡ 

・多槻な形態の燗報を統合
できることを】型解させ
る。

･実習を通して技能の習熟
を図る。

・自己評価や相互評価から

改善を図らせる。

・アナログ処理とディジタ
ル処理における効率性の
違いを理解させる。
・歴史的な変迅を通して、
憎報処理の佃頼性・効率
性の向上を理解きせる。

２ 

８ 

８ 

８ 

４ 

･個人の努力や注愈が必
饗であることを遡識冬
せる

(15） 

･悩報機器の仕組みや１Ｗ
報のディジタル化につ
いては、簡単な扱いに
とどめる。

(４） 

･仙人またはグループに

よる多棟な形廻で突謝
を行う。

(５） 

･箸竹輪を聯Ⅲする。
(５） 

･燗報の再利用の可能性
を理解させる。
･歴史には深入りしな
い。

(２） 

３ 

１ 

２ 

３ 

２ 

３ 

２ 

２１W鯏化の進展が生活に
及ぼす影唖
（１）身のまわりの1W報技
術

(2)愉鍬化の進展と生治
スタイルへの変化

３個細社会への参加と柵
報技術の活用
(1)ｉｉｌ擬「情報社会に参
力IIすること」

(2)lHRHg設定
(3)愉報収築

(4)レポート作成
(5)発表

・梢報化の逆Allが生活に皮
ぼす影孵を１２識させる。

･個人が愉徽社会に参加す
る上で必｣饗なことを考え
させる。

４ 

６ 

４ 

･調迩の発表や討譲を取

り入れる。

(２） 

･個人またはグループに

よる燗報収典、発表、
討鐡を行う。

(５） 

･生徒ｌ２ｌらの考えをまと
めざせる。

(２） 

回Ⅱ １． 3５ ＜70＞ 7０ (41.5）59.3％ 
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４質疑応答

問１実習を取り入れるに当たっての留意点は何か。

普通教科「情報」では、実習を積極的に取り入れた指導を行うこととしているが、ここ

でいう「実習」とは必ずしも情報機器の利用に限定していないことに留意する必要がある。

問題解決のための計画立案や調査、意見交換や討議、発表、個人またはグループのテー

マ設定や制作計画の策定、制作過程、制作物の発表や発表後の自己評価や相互評価などの

プロセスなど、生徒の様々な活動を広くとらえて「実習」としている。

なお、実習を実施するに当たっては、必ずしも一斉に指導することのみを実習としてい

ないことに留意することが大切である。

問２情報通信ネットワーク運用上の留意点は何か。

インターネットなどの新たなメディアの導入に伴い、ガイドラインの作成やセキュリ

ティ管理、インターネットの利用計画の作成、校内の連絡調整、外部機関との連携など組

織的な対応が必要であることから、次の点に留意する必要がある。（以下、ネットワークと

は学校がインターネットを利用して接続する情報通信ネットワークを意味する｡）

①ネットワークに接続する校内ＬＡＮは学習用に限ることとし、個人情報や学校事

務等に関するデータを処理する校内ＬＡＮには接続しない。

②専用回線により接続する学校においては、ファイアーウォール（外部ネットワー

クに接続されたＬＡＮ内の保護対策や管理を行うソフトウェア）等を設けて、外部

から校内ＬＡＮへの違法な進入を防ぐ。

③ネットワークに接続するパソコンのハードディスクには、個人情報を含むデータ

等は蓄秋しない。

④コンピュータやＬＡＮにプログラム上の被害をもたらすコンピュータウイルスに

対する予防として、ワクチンソフトによる定期的な検査を行う。

⑤ネットワークによって受信した個人情報は、教育目的に利用する場合を除き、年

度末に廃棄する。

⑥情報の発信及び受信を行う場合は、人権及び著作権等に十分配慮するなど、情報

活用上の基本的モラルに留意し、生徒に対してはその育成を図る゜

⑦生徒が情報を発信する場合は、データを校内で集約し教職員の指導の下に行う。

⑧教育上不適切な情報の受信については、アクセス管理ソフトウェア等によって適

切に管理する。

⑨ネットワークを運用して取り扱う個人情報については、情報教育ネットワーク利

用に係る個人情報保護のガイドラインに従い、適正に取り扱う。

＜参考＞「学校教育における情報化の対応について（通知)」平成13年２月20日付け教高第3100号
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